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平
成
二
十
九
年
四
月
中
旬
刊
行
予
定　

た
だ
い
ま
編
集
中
！　

　

市
史
編
さ
ん
の
過
程
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を

い
ち
早
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
内
容
）
「
三
河
吉
良
氏
と
京
都
本
光
院
」
「
西

尾
藩
主
松
平
乗
寛
時
代
の
財
政
改
革
」
「
地
域
社

会
の
近
代
化
と
農
民
の
〝
日
常
〟
―
幡
豆
郡
幡

豆
村
七
番
組
『
牧
野
日
記
』
を
と
お
し
て
（
２
）

―
」
「
清
水
遺
跡
に
関
す
る
稲
垣
晋
也
氏
草
稿
と

人
類
学
博
物
館
資
料
」
「
徳
川
美
術
館
所
蔵
の
八

王
子
貝
塚
注
口
土
器
に
つ
い
て
」
「
西
尾
市
の
ミ

カ
ワ
ギ
セ
ル
に
つ
い
て
―
愛
知
県
指
定
天
然
記
念

物
（
西
尾
市
の
ミ
カ
ワ
ギ
セ
ル
生
息
地
）
お
よ
び

模
式
産
地
（
三
ヶ
根
山
）
を
調
査
し
て
―
」
「
幡

頭
神
社
の
獅
子
頭
・
鬼
神
面
・
獅
子
狛
犬
」
「
佐

久
島
弁
財
天
坐
像
に
つ
い
て
」
「
金
蓮
寺
弥
陀
堂

木
材
年
代
測
定
に
つ
い
て
」
（
予
定
）

岩
瀬
文
庫
特
別
展
『
新
発
見
。
新

知
見
。
～
新
編
西
尾
市
史
中
間
報

告
展
Ⅰ
～
』
図
録
（
７
頁
参
照
）
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岩
瀬
文
庫
休
憩
室
で
販
売
中

刊行
予定既刊

刊
行
物
の
ご
案
内

西
尾
の
歴
史
や
文
化
、
風
土
に
関
す
る
資
料
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
市
史
編
さ

ん
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

・
古
文
書
や
古
い
日
記
な
ど

・
戦
前
の
市
内
で
刊
行
さ
れ
た
雑
誌

（
１
）
自
然
部
会
の
専
門
委
員
が
、
市
内
の
動
植
物
・
地

質
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
「
調
査
中
」
の
赤

い
腕
章
を
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
２
）
野
草
の
撮
影
の
た
め
、
目
印
に
看
板
や
ビ
ニ
ー
ル

紐
の
囲
い
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

草
刈
り
の
際
に
は
該
当
す
る
野
草
（
数
本
程
度
）
を
残
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
撮
影
は
数
日
で

終
了
し
ま
す
）
。

（
３
）
野
ネ
ズ
ミ
や
モ
グ
ラ
、
コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
生
息
調

査
の
た
め
、
草
む
ら
や
洞
穴
に
罠
を
仕
掛
け
ま
す
。
看
板

を
付
け
ま
す
の
で
、
草
刈
り
を
さ
れ
る
場
合
は
、
看
板
の

連
絡
先
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
４
）
市
内
の
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
の
巣
を
探
し
て
い
ま
す
。
カ

ヤ
ネ
ズ
ミ
は
、
体
長
６
㎝
ほ
ど
の
日
本
一
小
さ
な
ネ
ズ
ミ

で
、
愛
知
県
の
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
Ｖ
Ｕ
）
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ス
ス
キ
や
カ
ヤ
な
ど
の
草
む
ら
に
、
地
上
１
ｍ

資
料
や
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

自
然
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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程
の
高
さ
に
草
を
丸
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
の
球
形
の
巣

を
作
り
ま
す
。
市
内
で
写
真
（
下
段
）
の
よ
う
な
巣
を
見

つ
け
た
ら
、
日
に
ち
と
場
所
（
町
名
・
字
名
な
ど
）
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

西尾市

  

資
料
紹
介

楠
村
町
町
内
会
資
料
よ
り

新
編
西
尾
市
史
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て

は
、
明
治
以
後
の
近
現
代
の
史
料
収
集
や

整
理
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、

楠
村
町
町
内
会
長
の
松
井
孝
夫
氏
か
ら
、

町
内
会
に
残
っ
て
い
る
史
料
を
お
預
か
り

し
て
整
理
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
治
か
ら
昭
和
前
期
の
こ
の
地
域
の
よ

う
す
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る

史
料
で
す
の
で
、何
点
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
「
本
郡
役
所
ヨ
リ
達
シ
ニ
基
キ
虎コ

レ

ラ
列
病

〔
虎
烈
刺
病
〕
流
行
御
取
締
書
」 

明
治

十
五
年
八
月 

楠
村
衛
生
係 （
写
真
上
）

明
治
初
年
代
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て

コ
レ
ラ
が
愛
知
県
で
も
何
度
も
大
流
行
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
致
死
率
が
八
割
以
上

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
大
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
県
や
各
郡
は
、
患
者
の
隔
離
や
消

毒
を
徹
底
す
る
よ
う
に
各
村
に
も
と
め
ま

し
た
。
そ
の
対
応
を
詳
し
く
示
し
た
の
が

こ
の
史
料
で
す
。
コ
レ
ラ
へ
の
対
応
を
村

民
に
詳
し
く
注
意
し
、
最
後
に
内
容
を
理

解
し
、
承
知
し
た
こ
と
を
示
す
村
人
の
署

名
と
押
印
を
取
り
ま
し
た
。

①「本郡役所ヨリ達シニ基キ虎列病〔虎烈刺病〕流行御取締書」
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あ
る
だ
け
の
資
料
で
す
。
内
容
は
村
内
の

各
家
の
畳
数
の
一
覧
で
す
。
幡
豆
郡
で
も

し
ば
し
ば
軍
事
演
習
が
行
わ
れ
、
そ
の
際

に
民
家
を
使
用
し
て
宿
舎
と
し
た
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
各
家
の
畳
数
を
調
べ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
家
の
大
き
さ
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

⑤
「
議
事
録
」 

昭
和
拾じ

ゅ
う

五ご

年
（
一
九
四
〇
）

二
月
二
十
二
日 

大
字
楠
村

昭
和
十
五
年
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の

大
字
楠
村
の
協
議
会
の
議
事
録
で
す
。
戦

死
者
の
遺
骨
が
帰
っ
て
き
た
こ
と
（
十
五

年
七
月
四
日
）、配
給
品
の
受
取
り
（
十
六

年
二
月
八
日
）、
天
満
宮
内
の
貯
水
池
の

設
置
（
同
年
五
月
十
五
日
）、
青
年
会
の

太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え
（
十
七
年
九
月

二
十
二
日
）
等
々
、
こ
の
村
で
起
き
た
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
協
議
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
村
の
仕
組
み
も
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

西
尾
市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
新
し
い

史
料
が
見
つ
か
る
と
、
史
料
が
こ
れ
以
上

虫
食
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
燻
蒸
処
理
を

し
ま
す
。
次
に
、
一
点
一
点
ほ
こ
り
を
落

と
し
な
が
ら
番
号
を
つ
け
ま
す
。
そ
し

て
、
史
料
の
内
容
か
ら
目
録
を
作
成
し
、

史
料
を
中
性
紙
の
保
存
用
封
筒
に
収
め
ま

す
。
特
に
注
目
す
べ
き
史
料
は

写
真
撮
影
も
行
い
、
写
真
デ
ー

タ
も
目
録
デ
ー
タ
や
史
料
と
共

に
保
管
し
ま
す
。

近
現
代
の
史
料
は
、
い
わ
ゆ

る
古
文
書
以
外
の
史
料
を
含
み

ま
す
。
た
と
え
ば
、
個
人
の
日

記
や
、
幡
豆
郡
内
で
発
行
さ
れ

た
雑
誌
・
新
聞
、
青
年
団
の
会

報
等
々
で
す
。
皆
様
の
身
近
に

そ
う
し
た
史
料
や
古
文
書
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
西
尾
市
の

歴
史
上
、
貴
重
な
史
料
と
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
・
現
代
部
会

　

編
集
委
員�

岡お
か

田だ 

洋よ
う

司じ

　

事
務
局�

永な
が

田た 

悠ゆ
う

子こ

②
「
雑
種
目
達
留
」 

明
治
十
五
午
年

（
一
八
八
二
）
一
月
ヨ
リ 

楠
村
戸
長
役
場

（
写
真
下
段
右
）

当
時
の
村
役
場
に
県
や
幡
豆
郡
か
ら

出
さ
れ
た
達
（
た
っ
し
＝
通
達
）、
あ
る

い
は
、
村
民
か
ら
村
役
場
に
出
さ
れ
た
届

等
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
西
尾
で
行
わ

れ
る
共
進
会
へ
出
品
す
る
「
綿
」
の
出
品

希
望
者
が
多
か
っ
た
こ
と
、
郵
便
局
を
作

る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
、海
藻
を
取
る「
採

藻
同
盟
」
を
作
る
話
等
々
、
当
時
の
村
の

行
政
的
な
動
き
だ
け
で
な
く
、
暮
ら
し
の

様
子
も
わ
か
る
史
料
で
す
。

③
「
田
植
始
終
」 

明
治
廿

に
じ
ゅ
う年
（
一
八
八
七
）

六
月
十
九
日 

平
坂
村
役
場
外
四
ケ
村

戸
長
役
場
（
写
真
下
段
左
）

田
植
え
を
始
め
る
時
期
、
終
え
る
時

期
を
村
役
場
が
決
め
、
通
知
し
た
も
の
で

す
。
農
休
日
ま
で
指
定
し
て
あ
り
ま
す
。

村
役
場
が
田
植
え
の
日
に
ち
を
決
め
て
い

た
こ
と
が
、
興
味
深
い
こ
と
で
す
。
田
植

え
は
個
々
の
家
だ
け
で
は
で
き
な
か
っ
た

た
め
こ
う
し
た
の
で
し
ょ
う
。
新
暦
と
旧

暦
が
併
記
し
て
あ
り
ま
す
。

④
「
大
字
楠
村
扣ひ

か
え」

年
代
も
不
明
（
多
分
、
明
治
時
代
後

期
）、
タ
イ
ト
ル
も
「
大
字
楠
村
扣
」
と

中
世
部
会
は
平
成
二
十
六
年
（
二
〇�

一
四
）
八
月
に
一
回
目
の
会
議
を
開
き
、
資

料
編
の
編
集
方
針
に
つ
い
て
議
論
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が

各
自
の
分
担
に
従
っ
て
、
関
係
す
る
史
料

の
収
集
を
進
め
、
年
に
二
回
の
会
議
で
結

果
報
告
と
討
議
を
し
て
い
ま
す
。

資
料
編
に
お
け
る
中
世
の
時
代
の
範
囲

は
、
と
り
あ
え
ず
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）

か
ら
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
ま
で
に
し
ま

し
た
。
古
代
と
中
世
の
境
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
え
ま
す
が
、
『
愛

知
県
史
』
資
料
編
８
（
中
世
１
）
の
は
じ

ま
り
が
文
治
元
年
な
の
で
、
こ
れ
に
準
拠

し
ま
し
た
。
平
氏
が
壇
ノ
浦
で
滅
亡
し
、

源
頼
朝
が
の
ち
に
守
護
と
よ
ば
れ
る
統
率

者
を
各
国
に
置
い
た
年
で
す
。

中
世
と
近
世
の
境
を
ど
こ
に
す
る
か
と

い
う
問
題
は
、
も
っ
と
複
雑
で
す
。
戦
国

時
代
の
末
に
こ
の
地
を
治
め
た
徳
川
家
康

は
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
関
東
に

移
封
と
な
り
、
そ
の
あ
と
岡
崎
城
主
の
田

中
吉
政
が
西
尾
の
地
も
統
治
し
ま
し
た
。

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ケ
原
の
戦

い
の
あ
と
、
田
中
吉
政
は
筑
後
の
柳
川
に

移
封
と
な
り
、
そ
の
後
本
多
康
俊
が
西
尾

城
に
入
り
ま
す
。
家
康
の
時
代
は
中
世
、

本
多
氏
の
入
封
以
後
は
近
世
に
入
れ
る
と

し
て
、
田
中
吉
政
の
時
代
を
ど
ち
ら
に
す

る
か
、
判
断
に
悩
む
と
こ
ろ
で
す
が
、『
愛

知
県
史
』
資
料
編
13
（
織
豊
３
）
が
慶
長

五
年
ま
で
扱
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
ま
で
中

世
部
会
で
担
当
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

『
愛
知
県
史
』
資
料
編
の
中
世
と
織し
ょ
く

豊ほ
う

の

部
分
に
か
か
わ
る
時
代
を
、
中
世
部
会
で

引
き
受
け
る
形
に
な
り
ま
す
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
対
象
と
す
る

地
域
の
範
囲
で
す
。
『
新
編
西
尾
市
史
』

な
の
で
、
西
尾
市
域
に
か
か
わ
る
史
料
を

収
録
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、
も
う
少
し

範
囲
を
広
げ
て
、
か
つ
て
の
幡
豆
郡
に
含

ま
れ
る
一
帯
も
対
象
に
加
え
ま
し
た
。

幡
豆
郡
の
領
域
の
ほ
と
ん
ど
は
西
尾
市

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
東
北
に
あ
た
る
一

部
の
地
域
は
、
現
在
幸
田
町
に
属
し
て
い

ま
す
。
幸
田
町
域
の
う
ち
広
田
川
の
東
が

額
田
郡
で
、
川
か
ら
西
（
現
在
の
永
野
・

野
場
・
須
美
・
六
栗
・
上
六
栗
・
桐
山
・

逆
川
）
は
幡
豆
郡
に
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
西
尾
の
西
に
あ
た
る
、
現
在

の
碧
南
市
域
は
、
江
戸
時
代
以
降
は
碧
海

郡
に
属
し
て
い
ま
す
が
、
古
代
・
中
世
に

は
幡
豆
郡
に
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
西
尾
市
内
で
は
な
い
が
、

か
つ
て
幡
豆
郡
に
属
し
て
い
た
地
域
に
か

か
わ
る
史
料
も
収
録
す
る
予
定
で
す
。

あ
と
、
東
浅
井
町
・
西
浅
井
町
と
上
羽

角
町
・
下
羽
角
町
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
岡

崎
市
の
中
島
町
は
、
碧
海
郡
内
で
す
が
、

特
別
に
対
象
地
域
に
加
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
浅
井
・
中
島
・
羽
角
は
並
ん
で
い

る
の
で
、
地
理
的
な
視
点
か
ら
み
て
、
中

島
も
範
囲
に
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
と
判
断

し
た
か
ら
で
す
。

衣
浦
湾
に
面
し
た
大
浜
か
ら
、
渥
美
湾

に
面
し
た
東
幡
豆
を
つ
な
ぐ
ラ
イ
ン
（
大

浜
―
鷲
塚
―
米
津
―
高
落
―
中
島
―
羽
角

―
六
ツ
栗
―
東
幡
豆
）
か
ら
南
の
一
帯

が
、
対
象
の
地
域
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
を
限
定
し
て
、
こ
の

範
囲
に
か
か
わ
る
地
名
や
寺
社
名
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
る
史
料
を
集
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分

で
は
な
く
、
こ
の
地
域
に
関
わ
っ
た
人
た

ち
、
と
く
に
吉
良
氏
な
ど
の
領
主
に
か
か

わ
る
史
料
も
集
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
世
の
西
尾
（
も
と
の
西
尾
市
と
吉
良

町
の
一
帯
）
に
は
吉
良
荘
と
い
う
荘
園
が

あ
り
、
足
利
一
門
の
吉
良
氏
が
領
主
と
し

て
入
り
、
や
が
て
西
条
（
西
尾
）
の
吉
良

氏
と
東
条
の
吉
良
氏
の
二
流
に
分
か
れ
て

統
治
を
続
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
吉
良
氏

に
か
か
わ
る
史
料
は
広
く
集
め
る
予
定
で

す
（
た
だ
関
東
に
本
拠
を
も
つ
吉
良
氏
の

史
料
は
除
外
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
）
。

吉
良
氏
の
ほ
か
に
も
荒
川
氏
や
、
吉
良

氏
の
被
官
だ
っ
た
大
河
内
氏
・
富
永
氏
な

ど
の
領
主
た
ち
が
い
ま
す
。
ま
た
も
と
の

幡
豆
町
の
一
帯
は
吉
良
荘
に
は
含
ま
れ
な

い
独
自
の
地
域
で
、
戦
国
時
代
に
は
小
笠

原
氏
が
い
て
、
海
の
世
界
と
か
か
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
吉
良
氏
が
没
落
し
た
あ

と
に
は
、
東
条
松
平
家
忠
や
松
井
忠
次
と

い
っ
た
人
た
ち
が
地
域
支
配
を
担
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
領
主
た
ち
の
関
係
史
料
も

広
く
集
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
世
の
西
尾
市
域
の
歴
史
は
、
興
味
深

い
素
材
に
満
ち
て
い
て
、
吉
良
氏
や
そ
の

周
囲
の
人
々
の
動
き
を
解
明
す
る
こ
と
も

大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
の
研
究

に
役
立
つ
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
に
も

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
、
充
実
し
た

資
料
集
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
世
部
会
　
編
集
委
員山や

ま

田だ

　
邦く

に

明あ
き

②「雑種目達留」③「田植始終」

11 月 19 日の西尾城シンポジウム３。
市史編さんの成果の一部が発表された。

こ
ち
ら

中
世
部
会
で
す
。

た
っ
し
ど
め

（3）第3号 新編 西尾市史だより 第3号（2）新編 西尾市史だより



西
尾
市
の
哺
乳
類

昭
和
四
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
前
回
の

市
史
か
ら
既
に
四
十
五
年
が
過
ぎ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
に
は
合
併
も
あ
り
、
ま
た
、

市
内
の
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
旧
市
史
で
報
告
さ
れ
な
か
っ
た

哺
乳
類
で
、
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た

も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
目
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
科 

ジ
ネ

ズ
ミ Crocidura dsinezum

i TEMMINCK

雌め
す

で
ま
だ
亜
成
体
（
子
ど
も
と
親
の
間

ぐ
ら
い
）、
体
重
5.0
ｇ
（
百
円
硬
貨
と
同

じ
く
ら
い
の
重
さ
）、
頭
胴
長
（
頭
か
ら
肛

門
ま
で
の
長
さ
）
49 

㎜
、尾
の
長
さ
26 

㎜
。�

ジネズミ

ヒミズ

黒
く
見
え
ま
す
が
、
深
い
黒
褐
色
で
す
。

歯
は
白
く
、
よ
く
似
た
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
の

仲
間
は
歯
が
褐
色
あ
る
い
は
赤
い
の
で
、

区
別
が
で
き
ま
す
。ジ
ネ
ズ
ミ
は
低
地
に
、

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
は
標
高
の
高
い
所
に
分
布

し
て
い
ま
す
。
旧
市
史
で
は
ジ
ネ
ズ
ミ
の

項
目
は
な
く
、
げ
っ
歯
目
ネ
ズ
ミ
科
の
中

の
ア
カ
ネ
ズ
ミ
の
別
名
と
し
て
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
で
は
方
言
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ジ
ネ
ズ
ミ
は
モ
グ
ラ
の
仲
間
で
、
目
は

退
化
し
て
瞼

ま
ぶ
た
が
な
く
、
眼
球
は
退
化
し
て

皮
膚
の
下
に
あ
る
た
め
、
目
か
ら
光
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
写
真
の
様
に

前
足
は
細
く
、
モ
グ
ラ
の
仲
間
で
も
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
こ
と
は
少
な
く
（
手
が
モ
グ

ラ
よ
り
ネ
ズ
ミ
に
近
い
）、
地
上
を
歩
く
こ

と
も
多
い
モ
グ
ラ
で
す
。
写
真
は
、
佐
久

島
の
中
央
部
付
近
で
陶
芸
を
始
め
た
坂
井

愛
子
さ
ん
宅
の
猫
が
、
六
月
二
十
九
日
に

捕
ま
え
た
も
の
で
す
。
以
前
に
も
捕
ま
え

た
こ
と
が
あ
る
そ
う
な
の
で
、
佐
久
島
で

繁
殖
し
て
い
る
の
は
確
か
で
し
ょ
う
。
こ

の
モ
グ
ラ
の
仲
間
は
お
腹
に
臭
い
を
出
す

と
こ
ろ
が
あ
り
、
ネ
コ
な
ど
も
あ
ま
り
食

べ
な
い
よ
う
で
す
。

形
が
近
い
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
ズ
ミ
属
の
ジ
ャ

コ
ウ
ネ
ズ
ミ
は
、
九
州
か
ら
沖
縄
に
か
け

て
生
息
し
、
民
家
の
中
ま
で
住
み
着
き
、

船
な
ど
で
移
動
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
が
親
の
尾
を
く
わ
え
、
次

の
子
が
前
の
子
の
尾
を
く
わ
え
て
数
珠
繋

ぎ
の
列
を
作
っ
て
移
動
す
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。沖
縄
で
は
、「
ビ
ー
チ
ャ
ー
」

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
よ
く
鳴
き
ま
す
。
ジ

ネ
ズ
ミ
は
船
な
ど
で
移
動
で
き
る
よ
う
な

生
活
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
食
べ
て
い
る
も

の
は
、
主
に
昆
虫
や
ミ
ミ
ズ
な
ど
の
動
物

食
で
す
。

ジ
ネ
ズ
ミ
は
、恐
竜
時
代
の
終
わ
り
（
お

よ
そ
七
千
万
年
前
ご
ろ
）
に
出
現
し
た

哺
乳
類
に
近
い
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
で
す
が
、
歯
の

数
が
多
く
、
ツ
パ
イ
と
言
う
原
始
的
サ
ル

の
仲
間
や
イ
ヌ
な
ど
の
肉
食
の
グ
ル
ー
プ

も
、
こ
の
様
な
形
か
ら
進
化
し
て
き
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
目
モ
グ
ラ
科 

ヒ
ミ
ズ

Urotrichus talpoides TEM
M

INCK

写
真
は
、
自
動
写
真
撮
影
装
置
で
取
ら

れ
た
も
の
で
、
西
尾
市
に
生
息
し
て
い
る

の
は
確
か
で
す
。
昭
和
四
十
八
年
の
報
告

に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヒ
ミ
ズ
の

形
は
ほ
と
ん
ど
モ
グ
ラ
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
尾
が
や
や
長
く
、
こ
ん
棒
状
で
、
荒

い
毛
が
あ
り
ま
す
。
山
地
の
林
や
畑
の
周

り
に
も
住
ん
で
い
ま
す
。
モ
グ
ラ
よ
り
か

な
り
小
さ
く
、
体
重
は
20
ｇ 

ぐ
ら
い
、

モ
グ
ラ
の
三
分
の
一
以
下
で
す
。
し
か
し

自
分
で
穴
を
掘
る
こ
と
が
多
く
、
ミ
ミ
ズ

や
昆
虫
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。
体
は
漆

黒
の
柔
ら
か
い
毛
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
手

触
り
は
ま
る
で
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
で
す
。

田
畑
の
土
手
や
川
の
法
面
な
ど
に
、
下

か
ら
土
の
山
が
出
来
て
い
る
の
は
、
モ
グ

ラ
か
ヒ
ミ
ズ
で
す
。
モ
グ
ラ
の
土
盛
は
大

き
い
で
す
が
、
ヒ
ミ
ズ
の
も
の
は
目
立
た

な
い
く
ら
い
小
さ
い
も
の
で
す
。

	

自
然
部
会 

調
査
員�

今い
ま

泉い
ず
み 

久ひ
さ

祥よ
し

	

執
筆
員�

金か
な

森も
り 

正ま
さ

臣お
み

編
さ
ん
委
員
会　
４
月
15
日

編
集
委
員
会　
　

4
月
22
日

考
古
部
会
　

●
部
会

６
月
25
日
・
12
月
23
日

●
調
査4月

～	

枯
木
宮
貝
塚
（
巨
海
町
）
出
土
品

８
月
８
日
～
30
日	�

善
光
寺
沢
南
古
墳
（
吉
良
町
岡
山
）

発
掘
調
査

８
月
21
日	

同 

現
地
説
明
会

12
月
９
日	

山
の
神
塚
古
墳
（
一
色
町
佐
久

島
）
出
土
品
調
査

12
月
13
日
～
15
日	�

市
内
出
土
人
骨
の
人
類
学
的
調
査

古
代
・
中
世
部
会

●
部
会

8
月
27
日
（
中
世
）
・
11
月
19
日
（
中
世
）
・

１
月
28
日
（
中
世
）

●
研
究
委
託

４
月
～	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

●
そ
の
他

11
月
19
日	

「
西
尾
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
３　

戦
国
時

代
の
西
尾
城
～
吉
良
氏
を
め
ぐ
る
在
地

領
主
」
（
於
西
尾
市
文
化
会
館
）

近
世
部
会

●
部
会

６
月
26
日
・
11
月
13
日

●
調
査

9
月
10
日	

杉
浦
家
（
一
色
町
）
文
書

11
月
13
日	

瀬
門
神
社
（
吉
良
町
瀬
戸
）
文
書

11
月
18
日	

三
浦
家
（
吉
良
町
）
文
書

●
寄
託
・
寄
贈
文
書
整
理

４
月
～
12
月	

の
べ
34
回

●
資
料
翻
刻

４
月
～
11
月	

の
べ
92
点

近
・
現
代
部
会

●
部
会

6
月
4
日
・
11
月
13
日

●
調
査

10
月
19
日	

西
幡
豆
町
小
野
ヶ
谷
周
辺
地
名
の
聞

取
り
調
査

●
寄
託
・
寄
贈
文
書
整
理

4
月
～
12
月	

の
べ
22
回　

杉
浦
茂
左
衛
門
家
（
上

矢
田
町
）
文
書
、
楠
村
町
内
会
文
書

ほ
か

●�

近
代
新
聞
（
『
新
愛
知
』
）
調
査
　
名
古
屋
市
鶴
舞
中

央
図
書
館

4
月
～
12
月	

の
べ
70
回

自
然
部
会

●
部
会

5
月
18
日
・
11
月
15
日

●
調
査

市
内
の
地
質
・
植
物
・
動
物
（
哺
乳
類
・
鳥
類
・
爬
虫

類
・
両
生
類
・
魚
類
・
軟
体
動
物
・
昆
虫
・
蜘
蛛
な
ど
）

4
月	

の
べ
19
回

5
月	

の
べ
29
回

6
月	

の
べ
26
回

7
月	

の
べ
25
回

8
月	

の
べ
18
回

9
月	

の
べ
11
回

10
月	

の
べ
8
回

11
月	

の
べ
14
回

主
な
活
動
記
録

（
平
成
28
年
4
月
〜
12
月
現
在
）

善光寺沢南古墳
現地説明会のようす

西尾城シンポジウム 3 のようす

調
査
報
告

（5）第3号 新編 西尾市史だより 第3号（4）新編 西尾市史だより



美
術
工
芸
・
建
造
物
部
会

●
調
査

5
月
15
日	

精
立
寺
（
吉
良
町
寺
嶋
）
建
造
物

6
月
17
日	

幡
頭
神
社
（
吉
良
町
宮
崎
）
彫
刻

7
月
25
日	
実
相
寺
（
上
町
）
工
芸

9
月
17
日	
佐
久
島
弁
天
堂
（
一
色
町
佐
久
島
）
彫

刻

10
月
18
日	

実
相
寺
（
上
町
）
建
造
物

11
月
23
日	

専
長
寺
（
吉
良
町
吉
田
）
彫
刻

11
月
24
日	

観
音
寺
（
吉
良
町
宇
野
津
）
・
満
国
寺

（
一
色
町
）
彫
刻

民
俗
部
会

●
部
会

６
月
4
日
・
９
月
3
日
・
12
月
17
日

●
調
査

４
月
５
日
・
10
月
９
日

	

鹿し
し
か
わ川
組
祭
礼
及
び
エ
ー
ン
挽ひ

き

４
月
９
日
・
４
月
16
日
・
11
月
27
日

	

鳥
羽
の
火
祭
り

４
月
18
日
か
ら
延
べ
45
日

	

吉
良
地
区
現
地
踏
査

４
月
21
日
・
９
月
25
日
・
10
月
１
日

	

幡
頭
神
社
（
吉
良
町
宮
崎
）

５
月
８
日
・
７
月
17
日

	

堤つ
つ
み

通ど
お
り

手て

長な
が

御お

田た

扇お
う
ぎ

祭
り

７
月
９
日
か
ら
延
べ
８
日

	

幡
豆
地
区
現
地
踏
査

７
月
９
日	

幡
豆
地
区
に
関
す
る
地
元
協
力
者
の
聞

き
取
り

７
月
９
日	

幡
豆
地
区
祇
園
祭
り
（
４
地
区
）

７
月
11
日	

西
尾
地
区
（
中
畑
）

８
月
６
日	

打
ち
合
わ
せ

８
月
13
日	
西
尾
地
区
（
東
部
）
の
盆
行
事

９
月
３
日	
吉
良
地
区
に
関
す
る
地
元
協
力
者
の
聞

き
取
り

９
月
17
日	

佐
久
島
予
備
調
査

９
月
24
日
・
11
月
29
日

	

御お

櫃ひ
つ

割わ
り

（
室
町
）

10
月
８
日	

東
幡
豆
（
３
地
区
）
西
幡
豆
（
３
地

区
）
祭
礼

10
月
15
日
・
16
日

	

瀬
門
神
社
（
吉
良
町
瀬
戸
）
馬
駈
け
神

事
・
御
櫃
割

10
月
17
日
・
11
月
19
日

	

資
料
整
理

10
月
22
日	

吉
良
地
区
（
４
地
区
）
祭
礼

10
月
23
日	

富
田
神
社
（
吉
良
町
富
田
）
祭
礼

11
月
18
日	

羽
豆
神
社
（
南
知
多
町
）

11
月
20
日	

一
色
大
提
灯
大
柱
選
定
（
設
楽
町
）

12
月
18
日	

て
ん
て
こ
祭
り
（
熱
池
町
）

会
期　

平
成
28
年
7
月
16
日
（
土
）～
9
月
4
日
（
日
）

会
場　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫 

企
画
展
示
室

こ
れ
ま
で
の
市
史
編
さ
ん
事
業
の
成
果
の
一
部
を
市

民
の
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
す
る
特
別
展
「
新
発
見
。
新
知

見
。」
を
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
四
四
〇
四
人
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、「
崑
崙
人
漂
着
〝
伝
説
〟
は
〝
史
実
〟
で

あ
る
。」「
定
説
覆
る
！
「
西
尾
」
の
始
ま
り
が
遡
る
」「
謎

の
美
女
は
吉
良
家
の
奥
方
？
」
と
い
っ
た
刺
激
的
な
タ

イ
ト
ル
と
共
に
20
の
〝
新
発
見
〟
や
〝
新
知
見
〟
が
披

露
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
は
、「
自
分
の
町
に
こ
ん
な
歴
史

が
あ
っ
た
の
は
驚
き
」「
市
史
の
完
成
が
楽
し
み
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
の
顔
写
真
入
り

の
解
説
パ
ネ
ル

も
、「
市
史
を

作
っ
て
い
る
人

た
ち
の
顔
が
わ

か
り
、
親
し
み

が
わ
い
た
」
と

好
評
で
し
た
。

8
月
7
日
に

は
皇
太
子
殿
下

が
岩
瀬
文
庫
へ

行
啓
さ
れ
て
本

展
を
ご
覧
に
な

り
、
大
き
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
。

日
時　

平
成
28
年
7
月
24
日
（
日
）

会
場　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫　

地
下
ホ
ー
ル

１
「
謎
の
美
女
は
吉
良
家
の
奥
方
？
～
華
蔵
寺
蔵
「
禅
定

尼
像
」
に
つ
い
て
」 

本
田
光
子
氏
（
愛
知
県
立
芸
術
大

学
講
師
／
美
術
工
芸
・
建
造
物
部
会
特
別
執
筆
員
）

２
「
村
の
文
明
開
化
～
小
野
ヶ
谷
村
『
牧
野
日
記
』
を
読

む
～
」 

岡
田
洋
司
氏
（
元
富
山
国
際
大
学
教
授
／
近
・

現
代
部
会
編
集
委
員
）

特
別
展
会
期
中
に
は
、
委
員
に
よ
る
講
演
会
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
本
田
委
員
が
、
旗
本
吉
良
家
菩

提
寺
の
華
蔵
寺
に
伝
わ
る
女
性
肖
像
画
に
つ
い
て
、
多

く
の
画
像
を
示
し
な
が
ら
丁
寧
に
解
説
し
、
桃
山
時
代

か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
描
か
れ
た
女
性
肖
像
画
の
優
品

で
あ
り
、
像
主
は
吉
良
義
安
夫
人
ま
た
は
義
定
夫
人
の

可
能
性
が
あ
る
、
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
近
・
現
代
部
会
の
岡
田
委
員
が
、
西
幡
豆
町

七
番
組
（
旧
小
野
ヶ
谷
村
）
の
牧
野
善
次
郎
が
明
治
～

大
正
期
に
書
い
た

『
牧
野
日
記
』
を
も

と
に
、
こ
の
地
方
の

農
民
が
近
代
化
の
波

の
中
で
ど
の
よ
う
に

生
活
し
た
か
を
読
み

解
き
ま
し
た
。
牧
野

家
は
、
断
髪
や
新
暦

な
ど
の
文
明
開
花
策

に
対
し
て
は
旧
来
の

習
慣
を
守
ろ
う
と
し

ま
し
た
が
、
他
方
で

綿
作
か
ら
養
蚕
へ
と

作
物
を
変
え
、
現
金
収
入
を
得
て
生
活
圏
を
広
げ
た
、

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

両
委
員
と
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
市
史
の
調
査

が
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
も
紹
介
し
、
講

演
後
に
は
満
員
の
聴
衆
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
へ 

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

幡頭神社彫刻調査のようす
皇太子殿下行啓のようす

当日のようす

展示図録 1 冊 500 円で
好評発売中

岡田洋司委員 本田光子委員

てんてこ祭りの稽古のようす

岩
瀬
文
庫
特
別
展 

新
発
見
。
新
知
見
。

　
～
新
編
西
尾
市
史
中
間
報
告
展
Ⅰ
～

特
別
講
座
「
市
史
編
さ
ん
の
現
場
か
ら
」

第3号（6）（7）第3号 新編 西尾市史だより新編 西尾市史だより


